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発注の自動化や納入作業負担など軽減
　兵庫県立淡路医療センター（洲本市、441床）は、臨床検査薬の管理システムが更新時期を迎え、
2020年4月、メディアスの「Medyus2-DR」を導入した。以前は病院に入荷した各検査薬の
バーコードをそれぞれ読み取る必要があったが、同システムでは、１つの二次元コードを読み取る
だけで一括入荷できるようになり、納品時の作業が大幅に軽減。また、検査薬の使用動向などを
クラウドサービスで管理することもでき、新規採用や変更の検討に役立てている。

約3800品目に
上る。更新検
討の主要メン
バーだった淡
路医療センター
の三村喜彦検
査技師長は、
後継のシステ
ムは「これら9病院の品目全ての
データを集約できることが必要だっ
た」と話す。また、各病院から最寄
りの納入業者に正しく発注を送る仕
組みが必要でもあった。
　Medyus2-DRは、検査薬の発注や
在庫の管理、棚卸処理などができる。
18年12月に施行された改正医療法や、
ISO15189への対応を視野に入れて設
計されており、検査薬の使用期限や
ロットの管理、管理台帳の自動作成な
どの機能を備えている。
　同じ試薬でも前回の入荷時と異なる
ロットや使用期限の場合には、それら
の情報をシステムが把握して表示し、
保管時の混在を防止。また、データは、

院内サーバーを使
用する方法とイン
ターネットのクラウ
ドサービスを利用し
て管理するいずれ
かを選ぶことができ
る。クラウドサービ
スを利用した場合、
データ管理用の端
末やサーバーの設
置などが不要とな

るため設備投資費用を軽減できる。
　これらの機能や集約できるデー
タの量などは、県立9病院が求め
ていたニーズと合致。

納品作業が軽減

　淡路医療センターは、瀬戸内海の
淡路島にある唯一の公立病院で、地
域の中核病院として島民の医療を支
えている。1日平均外来患者数は766
人（20年11月実績）。検査・放射線部
には臨床検査技師計35人が所属して
いる。また、同センターで購入実績が
ある検査薬は約570品目となっている。
　Medyus2-DRにより、院内では検
査薬の納品作業が大幅に軽減した。
以前のシステムでは入荷した際、製
品ごとにバーコードを読み取る作業
が必要だった。Medyus2-DRでは、
入荷の際に添付される検収書の二次
元コードを読み取ることで、全ての
検査薬の情報を一括して入力できる。
　渡邉文也技師は、「1つの二次元
コードを読めば納品が済み、作業時
間の短縮につながっている」と話す。
自動発注により業務負担も軽減し、
検査結果の解析や診療部と関わる時
間を持てるようになるなど、臨床に
貢献する業務に充てられるように
なったと考えている。
　また、同部ではマイメニュー機能
を活用。使用用途に合わせて、IDと
表示画面を事前に設定し、操作する人
が必要な処理を迷わずに分かりやすく

県立9病院で一斉導入

　兵庫県には県立病院が計14ある
が、そのうち検査部門に正規職員が
いる9病院では毎年、病院間の人事
異動がある。このため9病院の検査
部は技師長会を組織し、業務標準化
などの各種委員会で、情報共有や人
材育成、病院間の業務の標準化など
に共同で取り組んでいる。
　臨床検査関連のシステムや装置、試
薬などは9病院で情報交換してできる
だけ同じ製品を採用、集約してスケー
ルメリットを活かした価格交渉を行っ
ている。また、臨床検査技師が異動先
でも同じ機器・試薬を使えると業務の
標準化やリスク回避にも結び付く。
　検査薬の管理システムについても
9病院が同じシステムを使えるよう
技師長会で後継システムを検討。必
要な仕様などを決定し、県の入札で
メディアスのMedyus2-DRが落札し
て採用が決まった。
　9病院が採用する検査薬は合計で
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「Medyus2-DR」で検査薬管理

しているとい
う。具体的に
は、検査薬の
発注、納品、
払い出しと
いった日常業
務となる機能
のみを表示さ
せるIDと試薬マスタ管理や情報の
抽出といった機能を使用する試薬係
用のIDを作成し、それぞれの業務に
必要な操作ボタンのみが表示される
ようにして関係のないメニューは表
示されないようにするといった形だ。
　三村技師長は、9病院で集約して
いるデータの活用もしやすくなった
と話す。検査薬の新規採用や変更を
検討する際に他病院のデータを参考
にするが、以前はデータ管理用の端
末を操作する必要があった。9病院
ではMedyus2-DRのクラウドサー
ビスを利用しているため、日頃使用
している端末でデータを確認するこ
とができるという。
　同センターでは、Medyus2-DRの
導入により、検査薬納品時の作業効
率化や時間短縮を実現。検査結果
データの解析など、検査技師がより
専門性の高い業務に携わることがで
きる時間をつくり出している。さら
に、同システムで集約したデータは、
検査薬の品目選択や費用の検討にも
役立っており、検査薬の院内在庫適
正化を通じた病院経営への貢献にも
つながっている。
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